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論 文 内 容 の 要 旨 
 収束プレート境界は、大陸地殻の生産される場である。大陸地殻の生産過程は、(1)付加体の形成、(2)大規
模な花崗岩の貫入を伴う付加体の熱的成熟（低圧高温型変成帯への移化）の２段階に大きく分けることができ
る。よって、この２つの過程の素過程（変成作用や変形作用）を明らかにすることが、大陸地殻の形成・発達
過程を明らかにすることになる。付加体から低圧型変成帯への移化過程は、変成作用の側面は比較的明らかに
されているが、変形作用の理解は不足している。また、収束プレート境界における発達過程のダイナミクスは、
しばしば流体力学に基づくモデル計算からもよくなされているが、この場合のモデルの制約条件となる地質学
的観察事実は、岩石の有限ひずみである。このような状況において、付加体から低圧型変成帯への移化過程を
有限ひずみのタイプや歪み量に基づき明らかにすることが重要である。本研究は、ジュラ紀付加体（美濃−丹波
帯）とその低圧変成作用の結果である白亜紀領家変成帯の歪み解析を行い、白亜紀における収束プレート境界
におけるテクトニクスを明らかにする目的で行われた。具体的には、付加体の低変成度部から高変成度部まで
連続的に観察できる柳井—岩国地域において、泥質変成岩の砂質礫とメタチャートの放散虫化石を用いたひず
み解析を行った。 
 解析の結果、低変成度部および高変成度部では一軸圧縮型が卓越することが明らかになった。この一軸圧縮
型の変形は、面構造形成期の変形である。この面構造は、より後期の変形作用により鉛直褶曲作用を被ってお
り、その歪み量は小さく歪みの主軸の配置変換はないが、その歪みのタイプは一部一軸伸長型となることが明
らかとなった。これまで、付加体起源の変成帯は一軸伸長型の歪みタイプが卓越するとされ、これがテクトニ
ックモデルの制約条件と考えられていた。よって、本研究の結果は今後、モデルの制約条件として重要なもの
となるであろう。 
 この一軸圧縮ひずみの最大伸長軸（Ｘ軸）は島弧に平行であり、付加体形成期の底付け作用で期待されるも
の（Ｘ軸が島弧と直交）とは異なるため、この変形は低圧型変成作用期（白亜紀中期）のものであると考えら
れる。また、最小伸長軸（Ｚ軸）が鉛直に配置することから、これは正断層応力場での変形作用であった可能
性が高い。一般に、収束プレート境界は逆断層応力場が卓越するので、正断層応力場になるためには通常の海
洋プレートの沈み込み以外の地質現象を考える必要があり、それは白亜紀中期の若い（浮揚性）海洋プレート
の沈み込みであった可能性が高い。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 西南日本を横断する中央構造線（MTL）は、白亜紀後期から現在まで活動し続けている第１級の断層帯であり、
白亜紀以降の日本列島のテクトニクスにおいて最も重要な地質要素である。しかし、MTLがいつ、どのようにし
て発生したかは不明な点が多く、日本列島のテクトニクスの不確定要素となっている。MTLに関連した深部断層
岩は、白亜紀低圧高温型変成帯である領家変成帯にのみ認められるため、MTLの発生過程を解く鍵は領家変成帯
にある。本論文では、MTLの発生過程を、領家変成帯の発達過程とプレート収束域のテクトニクスを関連させて
明らかにしている。 
 解析手法は、泥質変成岩およびメタチャートの歪み解析である。変成岩に記録されている変形構造は、積分
された有限変形歪みであり、変形時相解析と併せた歪み履歴の解析が、有効な解析手段となる。変成履歴や温
度・圧力条件の詳細が判明している山口県笠戸島において系統的な試料採取がなされ、主にRf-φ法による歪み
解析がなされた。その結果、領家変成作用期（約100Ma）の領家変成帯に卓越する歪みは平面歪み〜一軸圧縮
型であり、その最大伸長方向が島弧に対して平行で、最小伸長方向はほぼ鉛直に配置することが明らかとなっ
た。この変形は強く、領家変成帯の源岩であるジュラ紀付加体である美濃−丹波帯の変形構造に重複し、付加体
形成期の変形構造を消去している。この解析結果は、領家変成作用期において、地殻中部に島弧方向に最大伸
長軸を持つ強い水平剪断作用の存在を示唆するものである。この水平線剪断帯と白亜紀中期の地質学的状況か
ら、この水平剪断帯は海洋プレートの斜め沈み込みにともなうFitch型境界断層としてのMTLの深部延長であり、
この剪断帯の発達により白亜紀中期に前弧スリバーが形成されたと結論された。 
 これらの研究成果は、これまで不明であったMTLの発生過程機構を提示するとともに、MTLの発生が白亜紀
中期までさかのぼることが出来ることを指摘した点において画期的なものである。さらに、これらの成果は島
弧−海溝系の発達過程の解明に関して重要であり、テクトニクス分野にとって大きな貢献である。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するのに値すると審査した。 
